川辺川ダムの環境問題
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（○○の会）
はじめに―川辺川ダムの目的
　最近、川辺川ダムは、無駄な公共事業の代表の一つとして広く認識されるようになった。その建設予定地は、我々が住む熊本県球磨郡相良村大字四浦で、五木村と接する藤田地区である。
….（中略）…
１．川辺川ダムの歴史的な流れ
　川辺川にダムを造ろうという発想は、戦後間もない1953年に遡る。当時、電源開発公団が発電目的のダム建設を計画したが、さまざまな要因から計画は白紙に戻された。（もともと、ダムを常に空にしておいて上流の降水を一時的に蓄える洪水調節の目的と、一定の水を蓄えておく必要がある利水や発電の目的といった相反する目的を負わせる多目的ダムは、基本的に矛盾の産物である。）

